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策
定
し
て
お
り
、
策
定
中
の
行
政
改
革
大

綱
の
中
に
給
与
の
適
正
化
を
重
点
項
目
と

位
置
づ
け
、
給
与
構
造
や
各
種
手
当
等
の

見
直
し
を
行
い
、
人
件
費
の
削
減
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
今
後
の

高
齢
化
社
会
の
到
来
を
考
え
る
と
、税
収

の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
税
徴
収
率
の
向

上
、
企
業
誘
致
、
区
画
整
理
事
業
の
推
進

や
産
業
の
振
興
を
推
進
し
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
団
体
の
運
営
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
度
当
初
予
算
で
96
団
体
、
７
５
６

２
万
円
を
予
算
化
し
て
い
る
が
、
旧
４
市

町
村
の
補
助
に
対
す
る
考
え
方
や
地
域
性

の
違
い
か
ら
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い

る
。

　
現
在
、
事
業
主
管
課
に
お
い
て
、
合
併

の
調
整
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
調
整
や
見

直
し
作
業
を
進
め
て
お
り
、
調
整
が
完
了

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
予

算
に
反
映
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
団
体
に
対
す
る
事
業
費
補
助

の
単
年
度
清
算
等
に
取
り
組
む
な
ど
の
見

直
し
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　　
教
育
長
　
平
成
18
年
度
の
市
補
助
金

は
、
市
全
体
の
補
助
金
に
対
す
る
見
直
し

方
針
の
中
で
、
公
平
性
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
補
助
金
の
使
途
を
精
査
し
た
上

で
、団
体
補
助
と
し
て
妥
当
な
予
算
編
成

を
し
て
ま
い
り
た
い
。旧
３
町
村
の
各
支

部
の
分
と
し
て
は
、統
合
前
よ
り
減
額
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
補
助
金
は
、
本

来
、連
合
会
と
し
て
の
事
業
や
運
営
費
に

対
す
る
補
助
で
あ
り
、単
位
子
ど
も
会
へ

の
補
助
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
の
考
え
で
、
調
整
を
し
た
結
果
で
あ

る
。

　
３
　

産
業
政
策
に
つ
い
て

　
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
に

は
、定
住
人
口
の
増
と
核
と
な
る
中
心

市
街
地
の
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。鯨

ケ
丘
商
店
街
の
活
性
化
を
は
じ
め
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
各
種
の
提

言
を
し
て
き
た
が
、今
の
う
ち
に
施
策

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。新
市
４

市
町
村
地
区
商
店
会
へ
の
活
性
化
の
取

り
組
み
、
ま
た
、
日
立
電
鉄
線
廃
止
の

轍
を
踏
ん
で
は
い
け
な
い
と
考
え
る

が
、現
在
駅
長
１
人
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
水
郡

線
の
存
続
対
応
と
常
陸
太
田
駅
周
辺
地

区
整
備
計
画
に
つ
い
て
当
市
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　　
市
長
公
室
長
　
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
に
つ
い
て

は
、
通
勤
・
通
学
、
住
民
の
生
活
に
お
け

る
足
の
確
保
は
も
と
よ
り
、地
域
振
興
を

図
る
上
で
も
、非
常
に
重
要
な
交
通
機
関

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

を
は
じ
め
関
係
機
関
等
か
ら
も
、水
郡
線

廃
止
に
関
す
る
情
報
は
な
い
。

　
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
通
勤
・
通
学

時
間
帯
に
お
け
る
運
転
本
数
の
増
発
を
含

め
た
ダ
イ
ヤ
の
改
善
、
快
速
列
車
の
導

入
、パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
利
用
可
能
駅

の
拡
大
等
に
つ
い
て
、市
長
が
Ｊ
Ｒ
東
日

本
本
社
や
水
戸
支
社
に
要
望
活
動
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
維
持
存
続
の
た
め
に
、
利

用
し
や
す
い
鉄
道
と
な
る
よ
う
、要
望
活

動
を
継
続
し
、市
民
を
含
め
た
水
郡
線
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　　
産
業
部
長
　
各
地
区
の
商
業
の
活
性
化

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、地
域

の
商
業
者
と
商
工
会
、行
政
が
連
携
を
図

り
、
中
小
企
業
事
業
資
金
の
融
資
支
援
、

経
営
指
導
、商
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
事
業

を
推
進
し
な
が
ら
、活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
特
に
、太
田
地
区
に
つ
い
て
は
、現
在
、

鯨
ケ
丘
を
中
心
と
し
た
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
策
定
事
業
を
推
進
し
て
策
定
委
員
会

等
を
開
催
し
、
参
加
者
か
ら
、
非
常
に
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
中
間
の
段
階
で
あ
る
が
、主
な
意
見
と

し
て
は
、本
市
固
有
の
歴
史
的
財
産
を
大

切
に
し
、
郷
土
資
料
館
や
蔵
、
消
防
署
跡

地
、
路
地
な
ど
を
活
用
し
、
新
市
の
全
体

に
あ
る
特
産
物
、
常
陸
秋
そ
ば
な
ど
、
地

場
の
食
材
を
活
用
し
て
、特
色
あ
る
店
舗

の
誘
導
、
朝
市
の
開
催
な
ど
、
食
と
文
化

を
集
積
し
て
、
グ
ル
メ
や
文
化
を
前
面
に

押
し
出
し
た
事
業
の
展
開
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
環
境
が
つ

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
、
数

多
く
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
策
定
後
に
計

画
を
具
現
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域

の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
組

織
で
あ
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関

（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
の
立
ち
上
げ
が
最
も
大
切
と

な
っ
て
く
る
の
で
、
今
後
、
商
工
会
等
と

十
分
に
協
議
を
重
ね
て
、
推
進
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅
前
の
観
光
案

内
所
の
業
務
は
、
年
末
年
始
を
除
い
て
無

休
で
行
っ
て
い
る
。
平
成
16
年
度
の
利
用

実
績
は
、
来
訪
者
及
び
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

に
よ
る
照
会
等
が
６
５
７
６
件
あ
っ
た
。

　　
建
設
部
長
　
常
陸
太
田
駅
周
辺
地
区
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
年
９
月
に
、
内

部
組
織
で
あ
る
常
陸
太
田
駅
周
辺
地
区
整

備
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催
し
た
。
10
月

に
は
、
地
元
説
明
会
の
開
催
や
現
況
の
交

通
量
を
把
握
す
る
た
め
の
交
通
量
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
月
常
陸
太

田
駅
周
辺
地
区
の
整
備
検
討
協
議
会
を
立

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
公
共
施
設
整
備
、
商
店
の
立
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立
原
正
一
議
員

　
平
成
十
七
年
第
六
回
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、

十
三
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
通
告
順
に
掲
載
）

一

般

質

問

　

１
　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
市
長
は
企
業
経
験
を
行
政
運
営
に

取
り
込
む
こ
と
を
公
約
し
、
ま
た
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
精
力
的
に
行
動
さ
れ

て
い
る
が
、
行
財
政
改
革
推
進
の
動

向
と
理
念
、
主
な
る
改
革
目
標
に
つ

い
て
。
ま
た
、
事
業
の
政
策
評
価
専
門

的
知
識
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
質

向
上
の
人
材
育
成
や
公
用
車
保
有
の

現
状
と
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
市
町
村
合
併
の
目
指
し
た
行
財

政
改
革
の
効
果
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た

め
、
常
陸
太
田
市
総
合
計
画
や
新
市
建
設

計
画
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
行
政

改
革
推
進
本
部
を
中
心
に
、
行
政
改
革
策

定
方
針
を
制
定
し
、
市
民
の
有
識
者
15
名

に
よ
る
行
政
改
革
懇
談
会
を
開
催
し
、現

在
、行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
計
画
期
間
を
平
成
17
年
度

か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
カ
年
と
し

て
、
行
財
政
運
営
全
般
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ (

計
画
策
定
、
実
施
、
検
証
、
見
直

し) 

の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
随
時
見
直
し

を
し
、
行
政
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、行
革
推
進
の
理
念
と
い
う
こ
と

で
、大
変
大
き
く
と
ら
え
て
の
質
問
と
い

う
こ
と
で
、私
自
身
が
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
を
１
行
で
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、公
正

公
平
を
旨
と
し
て
、自
ら
を
む
な
し
ゅ
う

し
て
当
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、急
変
す
る

時
代
に
あ
り
、人
材
の
育
成
を
加
速
す
る

た
め
に
は
、
仕
事
を
通
じ
、
職
場
で
の
Ｏ

Ｊ
Ｔ
（
職
場
内
訓
練
）
の
教
育
が
何
よ
り

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。言
葉
で
説
明
を

し
て
も
、
仕
事
そ
の
も
の
は
い
い
が
、
考

え
方
等
に
つ
い
て
の
改
革
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
と
き
に
、民
間
企
業
等
で
の
勉

強
会
等
も
、教
育
計
画
の
中
に
は
随
時
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
行
政
運
営
に
は
、執
行
部
の
職
員
の
心

構
え
、
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
が
大
変

大
切
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、重
要
に
受
け

と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
総
務
部
長
　
公
用
車
の
保
有
に
つ
い

て
、
一
般
車
両
は
、
平
成
17
年
11
月
末
現

在
で
、
水
道
部
、
消
防
本
部
を
含
め
合
計

で
２
１
０
台
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
10
台
削

減
し
て
い
る
が
、今
年
度
内
に
さ
ら
に
お

よ
そ
20
台
の
削
減
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
と
も
、利
用
の
少
な
い
公
用
車
は
削
減

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　　
２
　

平
成
18
年
度
予
算
編

　
　
成
に
つ
い
て

　
国
に
お
い
て
、
国
庫
補
助
負
担
金

の
削
減
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
、
地

方
へ
の
税
源
移
譲
と
い
う
三
位
一
体

の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

末
端
自
治
体
の
動
向
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
議
会
と
し
て
も
費
用
弁

償
の
廃
止
を
決
め
、
更
に
、
議
員
定
数

の
見
直
し
を
論
議
し
て
い
る
中
で
、

一
般
会
計
予
算
編
成
額
や
留
意
点
、

ま
た
、
経
常
経
費
、
投
資
的
経
費
、
人

件
費
削
減
の
目
標
、
自
主
財
源
の
確

立
と
補
助
金
支
出
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
総
務
部
長
　
交
付
税
へ
の
依
存
割
合
が

高
い
常
陸
太
田
市
の
一
般
会
計
に
お
い
て

は
、
前
年
度
以
上
の
予
算
規
模
を
確
保
す

る
の
は
大
変
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
予
算
編
成
の
留
意
点
は
、
国
・
県
補
助

負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
等
の
状
況
の
的
確

な
把
握
に
努
め
、
将
来
の
一
般
財
源
に
つ

い
て
も
配
慮
し
て
事
業
の
選
択
を
行
う
こ

と
、
新
規
事
業
は
、
新
市
の
一
体
性
を
早

期
に
確
保
す
る
上
か
ら
も
、
市
全
体
の
中

で
計
画
立
案
す
る
こ
と
と
い
っ
た
内
容
の

留
意
事
項
を
設
定
し
、
部
課
長
・
予
算
担

当
者
等
へ
説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
経
常
経
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、退
職

者
不
補
充
や
旅
費
日
当
の
見
直
し
、庁
舎

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
納
税
奨
励
金
の
廃

止
、
前
納
報
奨
金
の
見
直
し
、
団
体
運
営

費
補
助
金
の
一
律
10
％
削
減
等
を
進
め
て

き
た
が
、
引
き
続
き
旅
費
、
消
耗
品
、
交

際
費
な
ど
の
縮
減
を
進
め
、
ま
た
、
人
件

費
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
及
び
人
件
費

を
、
双
方
考
え
合
わ
せ
て
、
現
在
、
平
成

17
年
度
を
初
年
度
に
、
平
成
21
年
度
を
目

標
年
度
と
す
る
定
員
管
理
適
正
化
計
画
を


